
1

様式第３

会 議 録

会 議 名 令和元年度第１回野田市防災会議

議題及び議題毎の

公開又は非公開の別

１ 令和元年度台風19号に対する野田市の防災対応につ

いて（公開）

２ 野田市地域防災計画の修正について（公開）

３ 野田市国土強靭化地域計画について（公開）

日 時
令和２年２月27日（木）

午後１時30分から午後２時40分まで

場 所 野田市中央公民館講堂

出 席 者 氏 名

会 長 鈴木 有

委 員 中村 伸也、坂井 康一、山下 裕、

相澤 忠利、鷲尾 真由美、今村 繁、

斉藤 弘美、佐藤 眞平、直井 誠、

佐藤 裕、菅野 透、染谷 賢一、

久保庭 雅彦、茂木 佐平治、渡邉 清計、

小張 力、島田 ゆかり、秋山 咲智子、

戸邉 寛、石原 和子、小林 喜美子、

田村 豊子、吉田 幸恵、玉川 喜美江、

増田 良子

事務局 市民生活部長 牛島 修二

土木部長 坂齊 和実

都市部長 浅野 開作

防災安全課長 森下 元博

高齢者支援課長 大月 聡

障がい者支援課長 小林 智彦

防災安全課長補佐 海老原 孝雄

防災安全課副主幹 深井 芳人

防災安全課副主幹 小島 雅之

保育課長補佐 武田 真弓

欠 席 委 員 氏 名

委 員 三橋 さゆり、桑原 耕一、松本 良二、

礒野 恒明、上田 和幹、岩岡 竜夫、

石渡 琢朗、坂本 由子、木澤 英孝

傍 聴 者 ０名

非 公 開 の 事 由 無し
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議 事

市民生活部長(司会)

令和元年度第１回野田市防災会議の議事は、次のとおり

である。

＜開 会＞

会議前に御案内申し上げます。新型コロナウイルスの感

染拡大が懸念されておりますので、本日の会議では、マス

クの着用をさせていただいております。

また、マスクをお持ちでない方、御希望の方がございま

したら、事務局までお声がけを頂ければと思います。

定刻となりましたので、ただ今から野田市防災会議を開

会させていただきます。

本日はお忙しい中、御出席を賜りまして誠にありがとう

ございます。

本日の司会進行を務めさせていただきます市民生活部長

の牛島でございます。

会議に先立ちまして、御報告をさせていただきます。

前回の平成30年７月に開催いたしました防災会議以降に

９名の委員の方が変更となりましたので、大変恐縮に存じ

ますが、お時間の都合上、順不同にて私から御紹介をさせ

ていただきます。

＜防災会議委員の紹介＞

続きまして、本日お手元にお配りをさせていただきまし

た、会議資料の確認をさせていただきます。

＜会議資料の確認＞

本日の会議に当たりましては、記録用といたしまして、

録音並びに写真撮影をさせていただきますので、御了承く

ださいますようお願いいたします。

また平成30年３月に開催いたしました防災会議におきま

して、委員名簿や会議録等のホームページへの公開につい

てお伺いし、公表することを御承認いただいておりますの

で、本会議におきましても、委員名簿や会議録等をホーム

ページへ公表させていただきますことを御了承いただきま

すようよろしくお願いいたします。

次に、野田市地域防災計画の定足数でございますが、野

田市防災会議は、「野田市防災会議条例第３条第２項」の

規定に基づき、会長は市長が行うこととなっており、「野
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野田市長（会長）

市民生活部長(司会)

野田市長（議長）

田市防災会議運営要領第２条」に基づき、会議は会長が招

集し、会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ開催

することができないと定められております。

野田市防災会議委員の委員数は、現在34名でございまし

て、定足数は17名でございます。本日、御出席いただいて

いる委員は25名でございますので、この会議が成立します

ことを御報告させていただきます。

また「野田市防災会議運営要領第４条第１項」の規定に

基づき、会長は、必要があるときは、委員の属する機関の

職員を会議に出席させ、意見を聴くことができると定めら

れてございます。

今回、都合により９名の委員から欠席の連絡を頂いてお

りますが、欠席された委員に代わりまして、７機関より７

名の方の代理出席をいただいておりますので、併せて御報

告をさせていただきます。

なお、本日の会議につきましては、個人情報等の不開示

情報を取り扱うことがございませんので、公開とさせてい

ただきます。

また本日、傍聴の申出は、現在のところございませんの

で、御報告いたします。

それでは、野田市防災会議会長であります、鈴木市長よ

り御挨拶を申し上げます。

＜防災会議会長挨拶＞

本日は、委員の皆様のほか、事務局の職員といたしまし

て、市民生活部防災安全課、保健福祉部、児童家庭部、土

木部、都市部の職員が関係部局として出席をさせていただ

いておりますので、御報告申し上げます。

それでは、野田市防災会議の議長につきましては、「野

田市防災会議運営要領第２条第１項」の規定により、会長

が当たることとなってございますので、会長に議事進行を

お願いいたします。

それでは、会長が議長を務めることとなっておりますの

で、議長を務めさせていただきます。議事の進行に御協力

よろしくお願いいたします。
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防災安全課長

野田市長（議長）

防災安全課長

野田市長（議長）

野田警察署長代理

なお、傍聴者がいないということになっておりますが、

議事の途中で申出があった場合には、途中入場を認めたい

と思っております。

それでは、お手元に会議次第に沿いまして、進めさせて

いただきます。

今回の議題は、「令和元年度台風19号における対応と課

題について」、「野田市地域防災計画の一部修正について

」、「野田市国土強靭化地域計画について」の３項目でご

ざいます。

事務局より１項目、「令和元年度台風19号に対する対応

と課題について」、説明をお願いします。

＜事務局説明＞

ただ今、事務局の方から説明がありました。

ただ今の説明につきまして、御意見、御質問等ございま

したら挙手を願います。

それでは、令和元年度台風19号に対する対応と課題につ

いての報告を終わります。

続きまして、２項目の野田市地域防災計画の一部修正に

ついて説明をお願いします。

＜事務局説明＞

ただ今の説明について、御意見、御説明等がございまし

たらお願いします。

常日頃から、市の方々を始め、警察業務に多大な御理解

と御協力を頂き、ありがとうございます。

先ほど、防災安全課長様から、避難行動についてお話が

ございました。

災害発生時の被災者の方々の避難誘導や、人命救助に対

し、第１の問題として取り組んでおりますが、更にもう一

つ加えて、先の震災のときにもありました、避難した後の

無人の地域における治安の悪化という問題が取り上げられ

ました。

窃盗団が無人の地域に入り込み、犯行を繰り返す被害報

告も受けております。警察は、野田警察署も含め県警全体

で、引き続き関係機関の皆様と連携を取りながら、安心し
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野田市長（議長）

鷲尾委員

防災安全課長

て避難いただけるように、万全の体制をとっていきたいと

思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。

ほかにございますか。

自治会連合会の鷲尾です。

今回の改正により、洪水対応における浸水区域内の避難

所の削除は仕方のない対応と思いますが、関宿地区や川間

地区、北部地区から避難所がほぼなくなってしまうという

ことで、その地区に住む方たちはどうしたらいいのかとい

う状態になっているかと思います。

どこの自治会も、地震のときと洪水のときで、自治会と

してどこに避難するかを大体決めており、市と相談して決

めた団体と、市と調整せずに決めた団体があり、防災安全

課の方も各自治会の避難先を把握するために御苦労されて

いることは存じています。

私の自治会は、関宿総合公園体育館と決めていますが、

使用できなくなってしまうため、どうしたら良いのかと考

えてしまいます。ほかの自治会も恐らく同じ思いだと思い

ます。

知人宅や親戚宅に行ってくださいとのことですが、それ

ぞれの家庭で判断して良いのでしょうか。

隣近所でまとまっていくなど、いずれにしても関宿地区

からは歩いて行かなければならないと思いますので、市と

して、どのように考えているのか教えてください。

避難所につきましては、地震のときには発災直後に皆様

が一斉に避難されます。

洪水では、早い段階で自主避難するなど、避難するタイ

ミングが個別に変わってくるかと思います。

自動車で避難される場合には、渋滞等も考えられますの

で、御近所同士で乗り合せていただくなども考えていただ

きたいです。

また自身の車が水没してしまい、避難が困難になる状況

も考えられますので、早い段階で避難を開始していただき

たいと思います。

地震のときは、自治会毎にどこに避難するかを指定して

いると思います。

洪水時においても、まずは自主防災組織として、浸水想

定区域外で避難所を選定いただき、その中で全ての方が同

じ避難所に行くとも考えられませんので、自治会として誰
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野田市長（議長）

鷲尾委員

防災安全課長

がどこに避難するかを把握するという方法を考えていただ

きたい。

補足します。

風水害における避難所が21か所になる件については、市

としても検討しているところでございます。

今までの半分以下になってしまい、関宿地区はなくなっ

てしまいます。

風水害で危険に感じることは、それなりの雨と風があり

ますので、そのときにどう行動するのかというところも含

めて考えており、早い段階で市として答えを出していきた

いと考えています。

自治会長や自主防災組織を担う人たちは、このことを不

安に思うのでなるべく早い段階で検討してほしいです。

また地震のときの避難所は変わりませんが、洪水時にお

ける避難先は、関宿、川間、北部地区からすると大変遠く

なってしまう。

私たちが防災会を設立したとき、自治会毎に避難所を指

定することとしていましたが、洪水時においてはその限り

ではないという認識でよろしいでしょうか。

自治会として誰がどこに避難するか把握することは可能

ですが、避難先を決めずに個々や各家庭で判断し、対応し

ていただくのか。若しくは、以前のように避難所を一応は

定め、そこに来るまでの過程はバラバラでも、最終的に皆

が集まる場所とするか。

どのような形で自治会をまとめればよいのか、私だけで

なく、同じように自治会を担っている方は困ってしまうと

思います。方針だけでも分かれば教えてください。

避難するタイミングは個々に変わってくると思います。

洪水ハザードマップの中にもマイタイムラインとして、ど

こに逃げるか、どの段階で避難行動を開始するかを精査し

ていただくことになります。

できましたら、自治会、自主防災会として避難先は示す

が、友人宅や親戚のお宅があれば、そちらへの避難を優先

していただきたい。そうすることで、避難所の受入可能人

数の不足を補うことが可能と考えます。

ただし、友人宅等の避難先がない場合は、市の避難所に

避難されると思いますので、そういった方のために自治会

又は自主防災組織として、周知していただければ避難先と

して安心していただけると考えます。
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鷲尾委員

野田市長（議長）

土木部長

野田市長(議長)

今後、パブリック・コメント等を行って、正式に決まっ

ていくと思いますが、洪水対応への大きな変化になります

ので、なるべく早い段階で自治会や自主防災会の方へ周知

していただき、対応を早く考えることができるよう、より

具体的な周知をしていただけることを望みます。

ほかにございますか。

それでは、この件につきましては採決を取らなければな

らないので、御提案があったことを踏まえまして、お諮り

したいと思います。

野田市地域防災計画修正素案について、原案のとおり承

認することで、御異議ございませんでしょうか。

（異議無しの声）

御異議がないようですので、野田市地域防災計画の一部

修正については、原案のとおり承認されました。

つきましては、この計画（修正素案）をもって、パブリ

ック・コメントを実施させていただき、広く市民の皆様か

ら御意見を頂くこととさせていただきます。

続きまして、野田市国土強靭
じん

化地域計画について事務局

から説明をお願いします。

＜事務局説明＞

ただ今の説明について、御意見・御質問等ございました

らお願いします。

国や県の方がいらっしゃいますので、国土強靭
じん

化で市が

行えることは非常に少なくなります。特に三方が河川に挟

まれた土地になりますので、利根川上流河川事務所及び江

戸川河川事務所の皆様につきましては、今後ともよろしく

お願いします。

それでは、御質問等がないようですので、野田市国土強

靭化
じん

地域計画の報告を終わります。

それでは、そのほかとして事務局からありましたらお願

いします。
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防災安全課長

野田市長（議長）

市民生活部長(司会)

今後の予定について御説明させていただきます。

今回の修正素案につきましては、パブリック・コメント

を３月18日水曜日から４月16日木曜日までの１か月間実施

させていただき、その結果を踏まえたもの、また組織の名

称や改変に伴うもの、関係法令の改正に伴うもの、用字用

語、字句の修正、備蓄や協定などの時点修正に関するもの

なども併せ、地域防災計画の修正案として、次回会議で御

審議いただくことを考えております。

なお、次回は５月中旬頃の開催を予定しております。

詳細につきましては、改めて通知させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。

ただ今の事務局からの報告について何かございますか。

それでは、本日の会議は全て終了いたしましたので、こ

れをもちまして議長を退任させていただきます。

御協力ありがとうございました。

皆様、大変ありがとうございました。

以上をもちまして、野田市防災会議を終了させていただ

きます。

本日はお忙しい中、御出席を賜りまして、ありがとうご

ざいました。



